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平
成
三
十
年
度

　
春
季
慰
霊
大
祭
　斎
行

　
　
　
　
　
　
　（
五
月
二
日
午
前
十
時
三
十
分
）

崇
敬
奉
賛
会

　安
泰
祈
願
祭
並
び
に
総
会
開
催

緑
豊
か
な
境
内
で
恒
例
の
祭
典
が
斎
行
さ
れ
約
六
百
名
が
参

列
し
た
。

ご
遺
族
、
崇
敬
奉
賛
会
を
は
じ
め
、
国
会
議
員
、
県
会
議
員
、

市
会
議
員
、
町
長
、
町
議
会
議
長
有
志
、
兵
庫
県
神
社
庁
か
ら

は
善
見
副
庁
長
が
参
列
し
た
。
受
付
は
早
朝
か
ら
姫
路
郷
友
会
、

隊
友
会
の
方
々
が
奉
仕
さ
れ
た
。

定
刻
通
り
号
鼓
、
斎
館
玄
関
か
ら
宮
司
以
下
祭
員
、
大
祭
委

員
長
代
行
迎
山
正
明
氏
、
三
宅
知
行
崇
敬
奉
賛
会
会
長
、
兵
庫

県
神
社
庁
善
見
壽
男
副
庁
長
、
兵
庫
県
遺
族
会
柿
原
啓
志
会
長

以
下
特
別
参
列
者
が
、
関
西
雅
楽
松
風
会
に
よ
る
雅
楽
の
奏
で

ら
れ
る
中
、
本
殿
に
向
か
っ
て
参
進
し
た
。
本
殿
に
拝
礼
後
、

姫
路
市
民
合
唱
団
先
導
に
よ
り
、
国
歌
斉
唱
さ
れ
、
修
祓
に
続

い
て
海
川
山
野
の
神
饌
が
供
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
淡
交
会
西
播

磨
支
部
幹
事
長
を
は
じ
め
、
支
部
有
志
に
よ
り
心
を
込
め
て
点

て
ら
れ
た
抹
茶
と
お
菓
子
が
本
殿
に
運
ば
れ
、
神
職
の
手
に

よ
っ
て
外
陣
内
に
供
え
ら
れ
た
。
静
寂
の
中
、
泉
和
慶
宮
司
が

英
霊
感
謝
の
祝
詞
を
奏
上
し
た
。
祭
文
は
、
大
祭
委
員
長
、
崇

敬
奉
賛
会
長
が
奏
上
、
神
賑
行
事
の
、
福
田
賀
穂
陽
、
北
村
鯉
杏
、

富
士
原
浩
山
各
氏
に
よ
り
、
詩
舞
「
護
國
の
英
霊
に
捧
ぐ
」、

続
い
て
姫
路
市
民
合
唱
団
の
「
朧
月
夜
」「
故
郷
」
の
歌
が
神

前
で
合
唱
さ
れ
た
。
そ
の
の
ち
順
次
玉
串
を
奉
奠
し
、
御
霊
の

平
安
を
祈
っ
た
。
宮
司
は
祭
典
終
了
後
「
当
護
國
神
社
の
ご
祭

神
に
は
姫
路
藩
で
勤
皇
の
志
士
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
河
合
惣
兵

衛
命
を
は
じ
め
八
柱
、
生
野
義
挙
等
で
亡
く
な
ら
れ
た
郷
土
の

方
々
、
仲
井
万
太
郎
の
命
を
は
じ
め
十
三
柱
併
せ
て
二
十
一
柱

の
明
治
維
新
の
功
労
者
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
。
明
治
以
降
命

を
賭
し
て
国
つ
く
り
に
励
ま
れ
た
方
々
、
そ
の
御
霊
に
ど
う
こ

た
え
て
い
く
か
新
緑
の
鮮
や
か
な
こ
の
杜
の
中
で
明
治
維
新
百

五
十
年
の
節
目
に
改
め
て
思
考
す
る
務
め
が
あ
る
」
と
挨
拶
し

た
。祭

典
の
の
ち
は
来
賓
役
員
百
名
余
で
、
直
会
が
会
館
二
か
所

で
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
境
内
南
テ
ン
ト
で
は
霊
友
会
の
方
々
の

コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
接
待
が
あ
っ
た
。

晴
天
に
恵
ま
れ
た
四
月
十
六
日
、
兵
庫
縣
姫
路
護
國
神
社
崇

敬
奉
賛
会
、
安
泰
祈
願
祭
並
び
に
会
員
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

本
殿
に
お
い
て
、
安
泰
祈
願
祭
を
行
わ
れ
、
三
宅
会
長
を
始
め
、

役
員
が
共
に
拝
礼
、
会
長
が
代
表
し
て
玉
串
を
奉
奠
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
会
場
を
参
集
殿
に
移
し
、
深
田
真
史
運
営
委
員
の

司
会
に
よ
っ
て
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
国
歌
斉
唱
に
続
き
、
崇

敬
奉
賛
会
副
会
長
迎
山
氏
に
よ
る
開
会
宣
言
が
行
わ
れ
、
議
事

に
入
っ
た
。
会
則
に
従
い
、
三
宅
会
長
が
議
長
に
選
任
さ
れ
、

二
十
九
年
度
の
事
業
及
び
会
計
報
告
が
三
木
運
営
委
員
長
か
ら
、

そ
し
て
監
査
報
告
を
本
庄
監
事
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
、
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。
引
き
続
き
、
三
十
年
度
事
業
計
画
及
び
予

算
案
が
審
議
、
可
決
さ
れ
、
本
年
の
議
事
も
滞
り
な
く
執
り
行

わ
れ
た
。
休
憩
を
は
さ
み
、
司
会
を
阿
比
野
運
営
委
員
に
代
り
、

直
会
が
開
か
れ
た
。
釜
谷
常
任
理
事
の
発
声
に
よ
る
乾
杯
の
後
、

賑
や
か
に
会
は
進
み
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
負
を
述
べ
た
り
、
ま
た
、

ご
鎮
座
八
十
周
年
に
向
け
て
、
崇
敬
奉
賛
会
の
団
結
と
活
性
化

を
誓
い
、
最
後
は
、
三
枝
常
任
理
事
の
閉
会
の
言
葉
を
持
っ
て

盛
況
の
内
に
会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

   

（
文
責
　
崇
敬
奉
賛
会
理
事
　
戸
井
田
真
太
郎
）



七
月
一
日
、
第
八
回
「
戦
士
の
証
言
」
講
演
会
を
開
催
。
高

砂
市
在
住
の
田
中
唯
介
さ
ん
（
九
十
二
歳
）
が
ア
コ
ー
デ
ィ
オ

ン
と
歌
で
シ
ベ
リ
ア
で
の
抑
留
体
験
を
語
っ
た
。

田
中
さ
ん
は
昭
和
二
十
年
二
月
、
舞
鶴
重
砲
兵
連
隊
（
当
時
、

中
部
第
七
一
部
隊
）
に
入
隊
。
そ
の
後
、
満
州
に
渡
り
、
野
戦

高
射
砲
第
八
八
大
隊
（
第
八
六
〇
部
隊
）
に
所
属
し
、
測
距
兵

と
し
て
製
鉄
所
（
昭
和
製
鋼
所
）
の
あ
る
鞍
山
の
防
空
に
あ
た
っ

て
い
た
。

高
射
砲
は
十
八
門
あ
り
、
上
空
で
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
の
よ
う

に
破
裂
し
、
無
数
の
破
片
を
撒

き
散
ら
し
撃
墜
す
る
も
の
で
、

田
中
さ
ん
の
測
距
の
正
確
さ
が

最
も
重
要
で
あ
っ
た
。
あ
る
日
、

部
隊
長
の
「
撃
て
」
と
の
号
令

で
一
斉
射
撃
。
大
き
な
炸
裂
音

の
後
、
墜
ち
て
く
る
一
つ
Ｂ
29

が
見
え
た
と
い
う
。
幾
度
か
の
防
空
戦
で
、
田
中
さ
ん
の
部
隊

は
Ｂ
29
を
計
十
四
機
撃
墜
し
た
と
語
っ
た
。

現
地
で
は
戦
勝
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
、
万
歳
と
と
も
に
日
本
酒

や
赤
飯
、
鯛
な
ど
が
ふ
る
ま
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
八
月
九
日

に
ソ
連
が
侵
攻
し
、
田
中
さ
ん
の
部
隊
は
奉
天
へ
移
駐
。
十
六

日
に
武
装
放
棄
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

九
月
下
旬
、
奉
天
か
ら
列
車
に
乗
せ
ら
れ
北
へ
と
進
み
、
黒

竜
江
を
渡
り
ソ
連
の
ブ
ラ
ゴ
エ
チ
ェ
ン
ス
ク
に
着
い
た
。
先
に

貨
車
が
ず
ら
っ
と
並
ん
で
お
り
、
マ
ン
ド
リ
ン
銃
を
持
っ
た
ソ

連
兵
が
一
つ
の
貨
車
に
五
十
人
の
日
本
人
を
詰
め
込
み
、
扉
に

鍵
を
か
け
た
。
貨
車
に
は
窒
息
し
な
い
た
め
の
天
井
窓
と
囲
い

の
な
い
簡
単
な
ト
イ
レ
が
あ
る
だ
け
で
、
何
と
も
や
り
き
れ
な

い
日
々
が
続
い
た
と
い
う
。

よ
う
や
く
列
車
が
止
ま
っ
た
と
き
、
海
が
見
え
、
最
初
は
日

本
海
だ
と
思
っ
た
。
し
か
し
、
水
を
す
く
い
口
に
す
る
と
塩
辛

く
な
か
っ
た
た
め
、
バ
イ
カ
ル
湖
と
わ
か
っ
た
。
戦
友
達
は
落

胆
し
、
そ
の
場
に
崩
れ
落
ち
た
。

さ
ら
に
西
へ
と
ひ
た
走
り
、
十
一
月
に
カ
ザ
フ
・
ソ
ビ
エ
ト

社
会
主
義
共
和
国
（
現
在
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国
）
の
カ
ラ

ガ
ン
ダ
に
着
い
た
。
現
地
で
は
飢
え
と
寒
さ
と
重
労
働
が
待
っ

て
い
た
。
田
中
さ
ん
自
身
二
十
キ
ロ
も
痩
せ
、
時
に
は
カ
エ
ル

や
バ
ッ
タ
な
ど
を
食
べ
て
命
を
つ
な
い
だ
。
冬
は
マ
イ
ナ
ス
四

十
度
、
夏
は
四
十
度
と
温
度
差
が
八
十
度
も
あ
り
、
寒
さ
と
暑

さ
に
耐
え
な
が
ら
、
早
く
日
本
へ
帰
り
た
い
と
い
う
思
い
だ
っ

た
と
い
う
。「
毎
日
、生
き
る
こ
と
が
死
ぬ
こ
と
よ
り
辛
か
っ
た
」

と
抑
留
の
過
酷
さ
を
語
っ
た
。
そ
ん
な
日
々
が
続
く
中
、「
歌

で
も
歌
お
う
じ
ゃ
な
い
か
」
と
合
唱
隊
を
作
り
、
日
本
の
唱
歌

や
童
謡
を
収
容
所
の
中
で
歌
っ
た
。

そ
ん
な
中
、
悲
し
い
事
件
も
起
こ
っ
た
。
帰
国
を
目
前
に
し
、

田
中
さ
ん
ら
は
ナ
ホ
ト
カ
に
移
動
。
土
木
作
業
を
し
て
い
た
あ

る
日
、
雨
が
降
っ
て
き
た
の
で
、
山
の
ふ
も
と
に
逃
げ
込
ん
だ
。

す
る
と
、「
ゴ
ー
ッ
」
と
い
う
音
と
も
に
山
が
崩
れ
、
四
人
の

戦
友
が
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
生
き
埋
め
に
な
っ
た
戦
友
の
手

を
力
い
っ
ぱ
い
引
っ
張
り
、
助
け
出
そ
う
と
し
た
が
、
田
中
さ

ん
の
腕
が
脱
臼
し
て
し
ま
う
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
亡
く
な
っ
た
仲

間
の
顔
は
無
念
の
形
相
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
四
年
十
一
月
、
四
年
間
の
抑
留
が
よ
う
や
く
終
わ

り
、「
高
砂
丸
」
で
舞
鶴
港
に
降
り
立
っ
た
。
田
中
さ
ん
は
包

帯
で
手
を
吊
っ
て
い
た
た
め
、
看
護
婦
に
支
え
ら
れ
て
タ
ラ
ッ

プ
を
降
り
、
再
び
日
本
の
土
を
踏
む
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、

実
家
の
あ
る
播
磨
町
（
当
時
、
阿
閇
村
）
に
た
ど
り
着
い
た
。

田
中
さ
ん
が
玄
関
の
戸
を
叩
く
と
、
開
け
て
出
て
き
た
の
は
母

親
で
あ
っ
た
。
母
親
は
「
よ
う
帰
っ
て
き
て
く
れ
た
」
と
足
に

す
が
り
、
泣
き
崩
れ
た
。

そ
の
後
、
田
中
さ
ん
は
楽
器
店
で
生
計
を
立
て
な
が
ら
、
抑

留
中
ベ
ル
リ
ン
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
の
団
員
に
教
え

て
も
ら
っ
た
曲
を
思
い
出
し
、
演
歌
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
の
が

「
ま
ぶ
た
の
桟
橋
　
舞
鶴
よ
」
で
あ
っ
た
。
現
在
、
復
元
さ
れ

た
引
揚
桟
橋
の
手
前
に
そ
の
歌
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

引
揚
友
の
会
の
結
成
を
全
国
に
呼
び
か
け
、
引
揚
記
念
館
の
建

設
に
も
尽
力
し

た
。講

演
の
最
後

に
は
、
田
中
さ

ん
の
ご
子
息
で

靖
剛
さ
ん
の
ギ

タ
ー
演
奏
が
加

わ
り
、「
星
影

の
ワ
ル
ツ
」
な

ど
四
曲
を
披
露
。

さ
ら
に
、
参
加

者
か
ら
の
リ
ク

エ
ス
ト
で
、「
異

国
の
丘
」、「
海

ゆ
か
ば
」
を
合

唱
し
た
。

   

（
文
責
　
崇
敬
奉
賛
会
理
事
　
深
田
真
史
）
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第
八
回
　
戦
士
の
証
言

「
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
で
戦
友
に
捧
ぐ
」

講
　
師

ゆ
い  

す
け

田
中 

唯
介 

氏

「引揚桟橋」手前にある田中さんの歌碑　（撮影：深田）

アコーディオンを弾き、唄い、語る田中さん（撮影：松村信彦氏）
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平
成
最
後
の
終
戦
の
日
と
な
っ
た
八
月
十
五
日
は
、
曇
り
空
で

時
折
雨
が
降
る
日
だ
っ
た
。
午
前
十
時
、
太
鼓
の
音
と
共
に
英
霊

感
謝
祭
が
は
じ
ま
り
、
陸
上
自
衛
隊
姫
路
駐
屯
地
司
令
を
は
じ
め
、

多
く
の
方
が
参
列
し
た
。
泉
宮
司
が
祝
詞
を
奏
上
し
、
巫
女
に
よ

る
「
み
た
ま
な
ご
め
の
舞
」
が
奉
納
さ
れ
た
。
そ
の
あ
と
、
三
木

英
一
奉
賛
会
運
営
委
員
長
の
拝
礼
に
合
わ
せ
て
、
参
拝
者
一
同
英

霊
に
感
謝
と
尊
崇
の
念
を
捧
げ
た
。
正
午
前
に
は
、
陸
上
自
衛
隊

姫
路
駐
屯
地
か
ら
、
ラ
ッ
パ
隊
の
皆
さ
ん
が
「
国
の
鎮
め
」
を
奉
奏
。

そ
の
後
、
正
午
に
あ
わ
せ
て
境
内
に
い
る
参
列
者
で
黙
祷
を
捧
げ
た
。

泉
宮
司
は
「
八
月
十
五
日
は
慰
霊
顕
彰
の
日
で
す
。
慰
霊
と
は
、

今
の
平
和
を
御
英
霊
に
奉
告
申
し
上
げ
感
謝
す
る
こ
と
で
す
。
顕

彰
と
は
公
に
奉
仕
さ
れ
た
こ
と
を
称
え
る
こ
と
で
す
。」
と
挨
拶
さ

れ
た
。

こ
の
「
称
え
る
」
と
い
う
こ
と
が
近
年
、
誤
解
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
思
え
る
。
称
え
る
と
、「
戦

争
賛
美
だ
」
と
言
わ
れ
る
場

合
が
あ
る
。

「
戦
争
」
と
は
、
そ
も
そ
も

悲
惨
で
あ
り
残
酷
で
あ
る
の

は
、
古
今
東
西
、
国
を
問
わ

ず
当
た
り
前
の
こ
と
だ
。「
戦

争
」
そ
の
も
の
を
賛
美
し
て

い
る
人
な
ど
い
な
い
と
思
う
。

崇
敬
奉
賛
会
で
は
、
悲
惨

で
残
酷
で
血
み
ど
ろ
の
中
に
、

先
人
達
の
勇
気
や
涙
や
思
い

や
り
が
あ
る
所
に
注
目
し
、
そ
ん
な
現
実
を
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
い
、
英
霊
の
御
心
に
触
れ
る
機
会
を
作
ろ
う
と
「
英
霊
顕
彰

の
集
い
」
を
毎
年
行
っ
て
い
る
。

子
供
さ
ん
に
も
大
東
亜
戦
争
を
知
っ
て
も
ら
う
為
に
、
ス
ク
リ
ー

ン
に
イ
ラ
ス
ト
を
投
影
し
紙
芝
居
形
式
で
物
語
が
進
む
「
お
父
さ

ん
へ
の
千
羽
鶴
」
を
は
じ
め
、
英
霊
が
子
供
や
兄
弟
や
家
族
に
残

し
た
手
紙
を
奉
賛
会
員
が
朗
読
し
、
散
華
さ
れ
た
先
人
達
が
ど
う

い
っ
た
気
持
ち
だ
っ
た
か
を
、
共
に
感
じ
た
。

ま
た
今
年
は
、
特
集
と
し
て
「
沖
縄
戦
」
を
取
り
上
げ
た
。
沖

縄
は
大
東
亜
戦
争
に
お
い
て
唯
一
、
地
上
戦
が
行
わ
れ
た
場
所
で

あ
る
。

沖
縄
県
民
を
巻
き
込
ん
で
の
地
上
戦
だ
っ
た
た
め
、
県
民
に
多

く
の
被
害
が
出
た
話
は
、
よ
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
が
、
当

時
の
行
政
の
職
員
や
学
生
達
を
含
む
県
民
が
軍
に
協
力
し
一
丸
と

な
っ
て
、
沖
縄
を
守
ろ
う
と
し
た
姿
は
あ
ま
り
語
ら
れ
な
い
。

戦
時
下
に
お
い
て
も
、
民
間
人
が
い
る
限
り
行
政
は
行
わ
れ
る
。

そ
の
行
政
で
活
躍
さ
れ
た
の
が

兵
庫
県
民
で
あ
る
な
ら
、
是
非

知
っ
て
お
き
た
い
、
神
戸
市
須

磨
村
出
身
の
島
田
叡
沖
縄
県
知

事
だ
。
彼
が
ど
の
く
ら
い
活
躍

し
た
か
を
、
崇
敬
奉
賛
会
理
事

で
あ
り
加
西
市
議
会
議
員
の
深

田
真
史
氏
が
解
説
を
行
っ
た
。

直
接
行
政
に
携
わ
っ
て
い
る
深

田
氏
の
解
説
は
説
得
力
が
あ
り
、

参
加
者
か
ら
は
「
島
田
叡
さ
ん

の
こ
と
を
知
れ
て
よ

か
っ
た
」
と
い
う
声

が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

ま
た
、
当
時
の
新

聞
記
事
な
ど
貴
重
な

資
料
も
展
示
さ
れ
、

参
加
者
は
熱
心
に
閲

覧
し
て
い
た
。

続
い
て
、
米
軍
に
占
領
さ
れ
て
し
ま
っ
た
沖
縄
の
飛
行
場
に
、

切
り
込
み
作
戦
を
行
っ
た
「
義
烈
空
挺
隊
」
の
物
語
を
三
村
恵
さ

ん
の
朗
読
に
よ
っ
て
行
っ
た
。

沖
縄
の
人
達
を
助
け
た
い
一
心
で
、
陸
軍
の
上
層
部
か
ら
反
対

さ
れ
つ
つ
も
、彼
ら
の
情
熱
が
最
終
的
に
「
う
ん
」
と
言
わ
せ
た
作
戦
。

自
分
た
ち
の
こ
と
は
勘
定
に
入
れ
ず
、
沖
縄
で
苦
し
ん
で
い
る
人

達
の
こ
と
だ
け
を
考
え
て
、
笑
顔
で
飛
び
立
っ
て
い
っ
た
隊
員
達
。

こ
ん
な
英
霊
達
の
優
し
さ
や
情
熱
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い

た
い
と
思
う
。

ま
た
沖
縄
民
謡
グ
ル
ー
プ
の

「
エ
イ
ミ
ー
ズ
」
が
、
沖
縄
民

謡
を
演
奏
し
て
く
れ
た
。

リ
ー
ダ
ー
の
高
尾
恵
美
子
さ

ん
は
、
沖
縄
県
那
覇
市
出
身
で

「
沖
縄
県
の
こ
と
を
多
く
の
人

に
知
っ
て
も
ら
え
て
嬉
し
い
」

と
語
っ
た
。
沖
縄
民
謡
と
い
う

の
は
、
昔
か
ら
沖
縄
の
日
常
と

一
緒
に
あ
り
、
現
在
も
生
活
の

一
部
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。

沖
縄
の
人
達
が
沖
縄
を
大
事
に
し
て
い
る
証
拠
で
も
あ
る
。

今
回
、
沖
縄
戦
を
特
集
す
る
に
あ
た
り
、
沖
縄
縣
護
國
神
社
の

加
治
宮
司
を
は
じ
め
、
職
員
の
皆
様
が
多
大
な
協
力
を
し
て
下
さ
っ

た
。
沖
縄
縣
護
國
神
社
に
は
、
兵
庫
県
の
ご
英
霊
を
含
む
、
沖
縄

戦
で
戦
っ
た
軍
人
軍
属
や
、
島
田
叡
氏
の
よ
う
に
、
行
政
で
活
躍

さ
れ
た
民
間
人
も
合
祀
さ
れ
て
い
る
。
沖
縄
縣
護
國
神
社
は
、
奥

武
山
（
お
お
の
や
ま
）
公
園
内
に
あ
り
、
公
園
内
に
は
島
田
叡
沖

縄
県
知
事
の
顕
彰
碑
も
あ
る
の
で
、
も
し
こ
れ
を
お
読
み
の
方
が
、

沖
縄
を
訪
れ
る
機
会
が
あ
れ
ば
、
是
非
、
参
拝
し
て
ほ
し
い
と
願
う
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
文
責
　
崇
敬
奉
賛
会
常
任
理
事
　
前
川
英
昭

　
　
　
　
　
　
　
撮
影
　
松
村
信
彦
氏

9ॢ26໲!ܑᇔࠐଟ੥
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挨拶する泉宮司

ラッパの奉奏と敬礼する陸・海・空の自衛官

島田叡知事の説明をする深田真史氏

沖縄民謡グループ「エイミーズ」

義烈空挺隊の朗読をする
三村恵氏

（   

　
　
　
　
　
　
　
）
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新設された鳥居前の石畳

現場のお祓い

建設中の東屋（手前）・休憩所（奥）

明
治
維
新
百
五
十
年
ご
創
祀
百
二
十
五
年
ご
鎮
座
八
十
年
記

念
事
業
は
、
本
年
三
月
の
総
代
会
及
び
四
月
の
崇
敬
奉
賛
会
総

会
で
決
議
承
認
さ
れ
、
募
金
活
動
に
入
り
ま
し
た
。
総
代
会
を

構
成
す
る
但
馬
播
磨
地
域
の
遺
族
会
は
、
ご
高
齢
の
方
々
が
多

く
な
り
ご
苦
労
を
な
さ
っ
て
い
ま
す
が
、
役
員
様
を
中
心
に
熱

心
に
募
金
活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
奉
賛
会
で
は
常

任
理
事
、
理
事
の
方
々
の
精
力
的
は
募
財
活
動
に
よ
り
、
現
時

点
で
百
万
円
ご
奉
賛
の
高
額
寄
付
者
が
十
件
を
超
え
ま
し
た
。

併
せ
て
九
月
二
日
現
在
で
別
表
の
通
り
目
標
額
の
ほ
ぼ
半
分
に

上
っ
て
い
ま
す
。

記
念
事
業
の
中
心
で
あ
り
ま
す
十
一
月
二
日
の
記
念
大
祭
、

三
日
の
明
治
維
新
百
五
十
年
祭
の
詳
細
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

十
一
月
二
日
の
ご
創
祀
百
二
十
五
年
ご
鎮
座
八
十
年
記
念
秋
季

慰
霊
大
祭
は
、
例
年
の
大
祭
通
り
十
時
三
十
分
か
ら
斎
行
致
し

ま
す
。
今
祭
典
に
は
、
宗
家(

磯
部
賀
堂
師)

が
靖
國
神
社
及
び

兵
庫
縣
姫
路
護
國
神
社
の
祭
神
の
お
一
柱
と
し
て
祀
ら
れ
て
い

る
吟
道
賀
堂
流
の
門
人
の
方
々
四
十
名
が
詩
吟
を
奉
納
さ
れ
ま

す
。
午
後
か
ら
は
陸
上
自
衛
隊
姫
路
駐
屯
地
の
方
々
の
銃
剣
道

演
武
、
ま
た
第
三
師
団
音
楽
隊
の
演
奏
な
ど
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

翌
三
日
の
明
治
維
新
百
五
十
年
祭
は
十
一
時
よ
り
斎
行
し
、
午

後
か
ら
は
数
学
者
で
、「
国
家
の
品
格
」
の
著
作
が
あ
る
お
茶
の

水
女
子
大
学
名
誉
教
授
　
藤
原
正
彦
氏
の
「
明
治
の
精
神
」
と

題
し
た
講
演
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
年
は
姫
路
へ
の
観
光
の
方
々
も
お
立
ち
寄
り
に
な
り
ま
す

が
、
少
し
神
社
で
佇
ん
で
ご
祭
神
の
事
へ
思
い
を
馳
せ
た
り
、

神
社
の
樹
木
で
季
節
を
感
じ
た
り
鳥
の
さ
え
ず
り
に
耳
を
傾
け
、

静
か
な
心
で
日
本
の
伝
統
文
化
を
感
じ
る
場
所
と
し
て
、
東
屋

を
含
む
憩
い
ゾ
ー
ン
を
建
立
す
る
記
念
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

神
社
は
特
別
史
跡
内
に
あ
る
た
め
埋
蔵
文
化
財
保
護
、
景
観

保
護
の
観
点
か
ら
工
事
は
文
化
庁
の
承
認
が
必
要
で
す
が
八
月

中
旬
に
す
べ
て
の
工
事
が
許
可
さ
れ
ま
し
た
。
八
月
一
日
総
代
、

崇
敬
奉
賛
会
役
員
有
志
参
列
の
基
、
起
工
奉
告
祭
を
斎
行
致
し

ま
し
た
。

参
集
殿
二
階
の
手
す
り
増
設
や
、
赤
ち
ゃ
ん
の
オ
ム
ツ
替
設

備
を
中
心
に
し
た
手
直
し
、
ま
た
、
雨
の
多
い
時
期
に
な
り
ま

す
と
砂
利
が
公
道
に
流
れ
出
て
、
不
便
を
お
か
け
し
て
い
ま
し

た
鳥
居
前
の
砂
利
道
は
九
月
初
旬
に
石
畳
を
敷
設
、
完
成
い
た

し
ま
し
た
。
毎
日
参
拝
さ
れ
る
方
々
か
ら
歩
き
や
す
く
な
っ
た

と
お
聞
き
致
し
て
居
り
ま
す
。

昭
和
天
皇
様
の
御
製
が
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
正
面
駒
札
は

大
祭
を
目
指
し
て
修
理
予
定
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
神
社
建
立
当
初
に
下
白
銀

町
泉
平
吉
氏
か
ら
の
ご
奉
納
が
あ

り
、
八
十
年
を
経
て
一
部
壊
れ
て
お

り
ま
し
た
石
燈
籠
は
、
奉
納
者
の
ご

子
孫
泉
平
一
氏
の
ご
協
賛
で
修
理
中

で
あ
り
ま
す
。
拝
殿
前
の
鈴
の
緒
及

び
大
鈴
は
、
平
成
十
六
年
に
家
島
町

坊
勢
の
小
林
正
明
氏
か
ら
の
ご
奉
納

で
し
た
が
、
十
五
年
を
経
て
再
び
同

氏
か
ら
ご
協
賛
を
い
た
だ
き
取
り
換

え
の
予
定
で
あ
り
ま
す
。

記
念
大
祭
概
要
と

事
業
の
進
捗
状
況
報
告

募 金 現 況 （9月 2日現在）

（円）

崇敬奉賛会

管内遺族会

合 計

　目　標　

2,500万

2,500万

5,000万

　現　況　

1,386万

910万

2,296万
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＊
現
国
名
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
す
が
ビ
ル
マ
で
統
一
し
ま
す
。

　
　
　   

＊
○
の
数
字
は
地
図
の
地
名
番
号

　
通
常
、
砲
兵
は
大
隊
、
時
に
は
中
隊
単
位
で
歩
兵
部
隊
に
配

属
さ
れ
て
戦
闘
す
る
た
め
、
連
隊
と
し
て
纏
ま
っ
た
戦
闘
記
録

は
な
い
。
今
回
の
シ
リ
ー
ズ
は
奇
跡
的
に
生
還
さ
れ
た
砲
兵
第

二
大
隊
長
杉
本
正
六
少
佐
の
手
記
を
基
本
に
、
多
く
の
戦
友
及

び
部
下
を
亡
く
し
た
砲
兵
の
戦
場
を
紹
介
。

ビ
ル
マ
へ

　
野
砲
第
五
十
四
連
隊
を
隷
下
に
し
た
第
五
十
四
師
団
（
秘
匿

名
「
兵
」〈
つ
わ
も
の
〉）
は
昭
和
十
八
年
二
月
姫
路
で
編
成
さ

れ
直
ち
に
動
員
が
下
令
さ
れ
た
。
国
力
が
損
耗
し
た
為
、
兵
員
・

装
備
も
通
常
師
団
の
三
分
の
二
の
軽
師
団
で
あ
っ
た
。

　
連
隊
の
特
徴
は
兵
員
一
六
七
五
名
に
対
し
て
馬
一
二
七
四
頭
。

大
隊
は
三
箇
中
隊
と
大
隊
段
列
（
弾
薬
運
搬
部
隊
）
兵
員
五
二

〇
名
、
馬
四
一
二
頭
　
火
砲
一
二
門
（
各
中
隊
四
門
）。

　
こ
の
時
点
で
ビ
ル
マ
の
防
衛
に
任
ず
る
日
本
軍
は
僅
か
、
四

箇
師
団
の
為
、
内
地
か
ら
三
箇
師
団
が
急
遽
増
派
が
計
画
さ
れ

た
が
、
船
舶
の
不
足
と
制
空
・
制
海
権
を
失
い
つ
つ
あ
る
状
況
下
、

天
候
の
悪
化
や
夜
間
を
利
用
し
て
強
行
輸
送
を
実
施
し
て
も
師

団
の
完
全
輸
送
に
は
半
年
も
掛
か
っ
た
。
各
船
は
積
載
量
を
越

え
る
状
態
の
為
、
将
兵
の
居
住
は
積
荷
の
隙
間
で
あ
っ
た
。
積

荷
の
石
炭
か
ら
出
火
し
た
軍
需
品
満
載
の
船
が
海
没
す
る
悲
劇

も
生
じ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
の
サ
イ
ゴ
ン
（
現
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
）
港

か
ら
は
鉄
路
で
タ
イ
の
バ
ン
コ
ッ
ク
経
由
で
（
映
画
「
戦
場
に

掛
け
る
橋
」
で
有
名
な
泰
緬
鉄
道
は
未
開
通
で
あ
っ
た
為
）
マ

レ
ー
シ
ア
の
ペ
ナ
ン
港
へ
。
こ
こ
か
ら
も
強
行
輸
送
が
計
画
さ

れ
、
陸
海
軍
航
空
隊
の
掩
護
で
無
事
ラ
ン
グ
ー
ン
港
（
現
ヤ
ン

ゴ
ン
市
）
に
着
岸
。
以
後
敵
の
頻
繁
な
空
爆
を
避
け
な
が
ら
ト

ラ
ッ
ク
で
タ
ン
ガ
ッ
プ
①
へ
、
こ
の
港
か
ら
は
大
発
動
艇
と
小

発
動
艇
で
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
の
海
岸
線
を
隠
蔽
し
つ
つ
目
的

地
の
ア
キ
ャ
ブ
②（
現
シ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
）
へ
輸
送
し
た
。
尚
、

一
千
頭
を
越
え
る
軍
馬
の
輸
送
状
況
に
つ
い
て
は
記
述
が
無
い
。

ア
キ
ャ
ブ
海
岸
線
を
防
御

　
ア
キ
ャ
ブ
島
は
内
陸
部
へ
の
主
要
水
路
で
あ
る
カ
ラ
ダ
ン
河

口
を
扼
す
る
位
置
③
に
あ
る
が
防
御
に
拠
る
べ
き
地
形
も
無
い

島
で
、
昭
和
十
九
年
か
ら
海
岸
に
掘
っ
て
も
直
ぐ
埋
ま
る
陣
地

を
構
築
、
貧
弱
な
補
給
活
動
で
は
弾
薬
以
外
の
要
求
は
無
理
で
、

将
兵
は
乏
し
い
食
糧
の
下
、
敵
が
上
陸
す
れ
ば
水
際
で
玉
砕
す

る
し
か
な
い
陣
地
を
ひ
た
す
ら
構
築
し
続
け
た
。

　
同
年
四
月
、
印
緬
国
境
か
ら
カ
ラ
ダ
ン
河
沿
い
に
南
下
す
る

敵
の
西
ア
フ
リ
カ
第
八
十
二
師
団
を
木
庭
支
隊
（
歩
兵
第
百
十

一
連
隊
長
）
が
印
緬
国
境
外
に
駆
逐
し
た
。

　
同
年
十
月
、
再
攻
撃
し
て
来
た
敵
師
団
を
、
楠
木
流
戦
術
を

得
意
と
し
た
桜
井
少
将
の
奇
策
で
約
二
カ
月
遅
滞
さ
せ
た
。
こ

の
間
、
二
大
隊
は
歩
兵
第
百
十
一
連
隊
（
新
連
隊
長
矢
木
大
佐
）

主
力
と
共
に
ミ
ョ
ー
ホ
ン
④
で
防
御
任
務
に
就
い
て
い
た
。
然

し
敵
の
編
隊
空
爆
に
よ
る
大
量
の
爆
弾
投
下
及
び
地
上
部
隊
へ

の
頻
繁
な
空
中
補
給
は
物
量
の
差
を
見
せ
つ
け
た
。

　
昭
和
二
十
年
一
月
二
日
、
敵
は
ア
キ
ャ
ブ
島
に
上
陸
し
た
。

防
御
に
就
い
て
い
た
三
百
名
の
歩
兵
大
隊
に
撤
退
命
令
が
届
か

ず
、
砲
兵
支
援
の
救
出
作
戦
が
実
施
さ
れ
た
が
僅
か
五
十
名
の

将
兵
の
み
が
救
出
さ
れ
る
と
い
う
失
態
が
生
じ
た
。

ア
ラ
カ
ン
の
護
り

　
一
月
二
十
二
日
、

ミ
ョ
ー
ホ
ン
か
ら
の

撤
退
を
支
援
す
る
た

め
日
没
直
後
、
掩
護

射
撃
を
十
分
間
実
施
、

敵
陣
地
が
混
乱
状
態

の
間
に
一
砲
車
を
六

頭
の
輓
（
引
）
馬
で

牽
く
行
軍
が
始
ま
っ

た
。
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ

の
水
路
は
門
橋
（
二

隻
の
船
を
横
に
繋
い

で
床
材
で
固
定
）
の
手
漕
ぎ
で
進
ん
だ
。
野
砲
の
宿
命
は
重
い

砲
と
弾
薬
を
人
馬
で
運
搬
す
る
為
、
撤
退
行
動
は
苦
難
の
連
続

で
あ
っ
た
。
ミ
エ
ホ
ン
⑤
か
ら
カ
ン
ゴ
ー
⑥
へ
の
撤
退
は
補
給

基
地
（
弾
薬
・
糧
食
）
が
物
品
を
後
送
す
る
間
も
な
く
敵
手
に

落
ち
た
。
執
拗
な
敵
の
空
爆
を
回
避
し
つ
つ
交
通
の
要
衝
で
あ

る
タ
マ
ン
ド
⑦
に
到
着
し
た
。

タ
マ
ン
ド
を
制
す
る

五
八
二
高
地
の
死
闘

　
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦

の
失
敗
は
派
遣
さ
れ

た
一
大
隊
一
中
隊
の

全
滅
が
知
ら
さ
れ
て

事
の
重
大
さ
を
悟
る
。

敵
の
侵
攻
を
砲
撃
で

阻
止
す
べ
く
山
頂
に

砲
列
を
敷
き
、
山
麓

に
は
速
射
砲
部
隊
を

配
置
し
て
態
勢
を
整

え
た
。
英
印
軍
は
タ

マ
ン
ド
の
南
、
ル
イ
ワ
⑧
に
一
箇
師
団
強
が
上
陸
し
、
三
月
五

日
艦
砲
射
撃
支
援
の
下
、
戦
車
を
伴
っ
た
兵
員
と
物
量
に
優
る

敵
の
攻
撃
を
受
け
た
。
山
頂
を
一
旦
奪
取
さ
れ
た
が
逆
襲
で
奪

還
し
た
。
そ
の
際
火
砲
を
破
壊
さ
れ
、
包
囲
下
で
の
脱
出
不
可

能
な
火
砲
を
処
分
し
、
二
門
を
失
う
。
歩
兵
戦
力
の
少
な
い
守

備
隊
は
工
兵
・
架
橋
兵
等
か
ら
も
兵
員
を
抽
出
し
、
歩
兵
化
し

て
応
戦
し
た
。
敵
の
執
拗
な
攻
撃
を
撃
退
し
、
師
団
の
態
勢
立

て
直
し
に
貢
献
し
た
。
然
し
、
そ
の
結
果
、
多
く
の
兵
員
を
失

う
こ
と
に
な
っ
た
。
以
後
二
大
隊
は
少
な
い
兵
員
で
野
砲
を
馬

に
分
解
積
載
し
た
り
、
砲
車
を
引
か
せ
た
り
し
て
苦
難
の
陣
地

移
動
を
開
始
。
英
印
軍
の
猛
追
を
阻
止
す
べ
く
ア
ン
近
く
の
レ

モ
ー
⑨
で
包
囲
撃
滅
す
る
作
戦
が
今
一
歩
の
と
こ
ろ
で
成
功
す

る
機
会
を
逸
し
た
事
は
、
多
く
の
弾
薬
を
消
費
し
た
野
砲
と
し

て
も
痛
恨
の
極
み
で
あ
っ
た
。

イ
ラ
ワ
ジ
河
の
渡
河

　
ア
ラ
カ
ン
山
脈
を
横
断
す
る
野
砲
部
隊
の
苦
悩
は
人
馬
を
励

ま
し
合
い
な
が
ら
、
常
に
強
行
軍
を
強
い
ら
れ
た
。
敵
の
砲
爆

撃
や
ビ
ル
マ
の
反
乱
軍
等
の
襲
撃
で
多
く
の
人
馬
を
失
い
、
撤

退
速
度
の
足
枷
で
あ
っ
た
十
榴
を
処
分
し
、
野
砲
連
隊
は
五
箇

中
隊
が
各
山
砲
一
門
、
二
箇
中
隊
は
各
迫
撃
砲
一
門
と
な
る
悲

　
ビ
ル
マ
で
戦
い
抜
い
た

　
　
　
　
　
姫
路
の
野
戦
砲
兵
第
五
十
四
連
隊
　

輓馬砲兵
6頭の馬で牽引している10榴（口径10㎝の榴弾
砲）砲車。登り坂になると砲兵も協力して牽引。

駄馬砲兵
軽易に分解・結合出来る山砲等は数頭の馬に載
せて、どのような地形へも運搬した。

（　　）十一
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ビルマにおける野戦砲兵第５４連隊第２大隊戦闘行動経過図
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＊
現
国
名
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
す
が
ビ
ル
マ
で
統
一
し
ま
す
。

　
　
　   

＊
○
の
数
字
は
地
図
の
地
名
番
号

　
通
常
、
砲
兵
は
大
隊
、
時
に
は
中
隊
単
位
で
歩
兵
部
隊
に
配

属
さ
れ
て
戦
闘
す
る
た
め
、
連
隊
と
し
て
纏
ま
っ
た
戦
闘
記
録

は
な
い
。
今
回
の
シ
リ
ー
ズ
は
奇
跡
的
に
生
還
さ
れ
た
砲
兵
第

二
大
隊
長
杉
本
正
六
少
佐
の
手
記
を
基
本
に
、
多
く
の
戦
友
及

び
部
下
を
亡
く
し
た
砲
兵
の
戦
場
を
紹
介
。

ビ
ル
マ
へ

　
野
砲
第
五
十
四
連
隊
を
隷
下
に
し
た
第
五
十
四
師
団
（
秘
匿

名
「
兵
」〈
つ
わ
も
の
〉）
は
昭
和
十
八
年
二
月
姫
路
で
編
成
さ

れ
直
ち
に
動
員
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さ
れ
た
。
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損
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し
た
為
、
兵
員
・

装
備
も
通
常
師
団
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分
の
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の
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師
団
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あ
っ
た
。

　
連
隊
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特
徴
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兵
員
一
六
七
五
名
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対
し
て
馬
一
二
七
四
頭
。

大
隊
は
三
箇
中
隊
と
大
隊
段
列
（
弾
薬
運
搬
部
隊
）
兵
員
五
二

〇
名
、
馬
四
一
二
頭
　
火
砲
一
二
門
（
各
中
隊
四
門
）。

　
こ
の
時
点
で
ビ
ル
マ
の
防
衛
に
任
ず
る
日
本
軍
は
僅
か
、
四

箇
師
団
の
為
、
内
地
か
ら
三
箇
師
団
が
急
遽
増
派
が
計
画
さ
れ

た
が
、
船
舶
の
不
足
と
制
空
・
制
海
権
を
失
い
つ
つ
あ
る
状
況
下
、

天
候
の
悪
化
や
夜
間
を
利
用
し
て
強
行
輸
送
を
実
施
し
て
も
師

団
の
完
全
輸
送
に
は
半
年
も
掛
か
っ
た
。
各
船
は
積
載
量
を
越

え
る
状
態
の
為
、
将
兵
の
居
住
は
積
荷
の
隙
間
で
あ
っ
た
。
積

荷
の
石
炭
か
ら
出
火
し
た
軍
需
品
満
載
の
船
が
海
没
す
る
悲
劇

も
生
じ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
の
サ
イ
ゴ
ン
（
現
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
）
港

か
ら
は
鉄
路
で
タ
イ
の
バ
ン
コ
ッ
ク
経
由
で
（
映
画
「
戦
場
に

掛
け
る
橋
」
で
有
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な
泰
緬
鉄
道
は
未
開
通
で
あ
っ
た
為
）
マ

レ
ー
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ペ
ナ
ン
港
へ
。
こ
こ
か
ら
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強
行
輸
送
が
計
画
さ

れ
、
陸
海
軍
航
空
隊
の
掩
護
で
無
事
ラ
ン
グ
ー
ン
港
（
現
ヤ
ン

ゴ
ン
市
）
に
着
岸
。
以
後
敵
の
頻
繁
な
空
爆
を
避
け
な
が
ら
ト

ラ
ッ
ク
で
タ
ン
ガ
ッ
プ
①
へ
、
こ
の
港
か
ら
は
大
発
動
艇
と
小

発
動
艇
で
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
の
海
岸
線
を
隠
蔽
し
つ
つ
目
的

地
の
ア
キ
ャ
ブ
②（
現
シ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
）
へ
輸
送
し
た
。
尚
、

一
千
頭
を
越
え
る
軍
馬
の
輸
送
状
況
に
つ
い
て
は
記
述
が
無
い
。

ア
キ
ャ
ブ
海
岸
線
を
防
御

　
ア
キ
ャ
ブ
島
は
内
陸
部
へ
の
主
要
水
路
で
あ
る
カ
ラ
ダ
ン
河

口
を
扼
す
る
位
置
③
に
あ
る
が
防
御
に
拠
る
べ
き
地
形
も
無
い

島
で
、
昭
和
十
九
年
か
ら
海
岸
に
掘
っ
て
も
直
ぐ
埋
ま
る
陣
地

を
構
築
、
貧
弱
な
補
給
活
動
で
は
弾
薬
以
外
の
要
求
は
無
理
で
、

将
兵
は
乏
し
い
食
糧
の
下
、
敵
が
上
陸
す
れ
ば
水
際
で
玉
砕
す

る
し
か
な
い
陣
地
を
ひ
た
す
ら
構
築
し
続
け
た
。

　
同
年
四
月
、
印
緬
国
境
か
ら
カ
ラ
ダ
ン
河
沿
い
に
南
下
す
る

敵
の
西
ア
フ
リ
カ
第
八
十
二
師
団
を
木
庭
支
隊
（
歩
兵
第
百
十

一
連
隊
長
）
が
印
緬
国
境
外
に
駆
逐
し
た
。

　
同
年
十
月
、
再
攻
撃
し
て
来
た
敵
師
団
を
、
楠
木
流
戦
術
を

得
意
と
し
た
桜
井
少
将
の
奇
策
で
約
二
カ
月
遅
滞
さ
せ
た
。
こ

の
間
、
二
大
隊
は
歩
兵
第
百
十
一
連
隊
（
新
連
隊
長
矢
木
大
佐
）

主
力
と
共
に
ミ
ョ
ー
ホ
ン
④
で
防
御
任
務
に
就
い
て
い
た
。
然

し
敵
の
編
隊
空
爆
に
よ
る
大
量
の
爆
弾
投
下
及
び
地
上
部
隊
へ

の
頻
繁
な
空
中
補
給
は
物
量
の
差
を
見
せ
つ
け
た
。

　
昭
和
二
十
年
一
月
二
日
、
敵
は
ア
キ
ャ
ブ
島
に
上
陸
し
た
。

防
御
に
就
い
て
い
た
三
百
名
の
歩
兵
大
隊
に
撤
退
命
令
が
届
か

ず
、
砲
兵
支
援
の
救
出
作
戦
が
実
施
さ
れ
た
が
僅
か
五
十
名
の

将
兵
の
み
が
救
出
さ
れ
る
と
い
う
失
態
が
生
じ
た
。

ア
ラ
カ
ン
の
護
り

　
一
月
二
十
二
日
、

ミ
ョ
ー
ホ
ン
か
ら
の

撤
退
を
支
援
す
る
た

め
日
没
直
後
、
掩
護

射
撃
を
十
分
間
実
施
、

敵
陣
地
が
混
乱
状
態

の
間
に
一
砲
車
を
六

頭
の
輓
（
引
）
馬
で

牽
く
行
軍
が
始
ま
っ

た
。
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ

の
水
路
は
門
橋
（
二

隻
の
船
を
横
に
繋
い

で
床
材
で
固
定
）
の
手
漕
ぎ
で
進
ん
だ
。
野
砲
の
宿
命
は
重
い

砲
と
弾
薬
を
人
馬
で
運
搬
す
る
為
、
撤
退
行
動
は
苦
難
の
連
続

で
あ
っ
た
。
ミ
エ
ホ
ン
⑤
か
ら
カ
ン
ゴ
ー
⑥
へ
の
撤
退
は
補
給

基
地
（
弾
薬
・
糧
食
）
が
物
品
を
後
送
す
る
間
も
な
く
敵
手
に

落
ち
た
。
執
拗
な
敵
の
空
爆
を
回
避
し
つ
つ
交
通
の
要
衝
で
あ

る
タ
マ
ン
ド
⑦
に
到
着
し
た
。

タ
マ
ン
ド
を
制
す
る

五
八
二
高
地
の
死
闘

　
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦

の
失
敗
は
派
遣
さ
れ

た
一
大
隊
一
中
隊
の

全
滅
が
知
ら
さ
れ
て

事
の
重
大
さ
を
悟
る
。

敵
の
侵
攻
を
砲
撃
で

阻
止
す
べ
く
山
頂
に

砲
列
を
敷
き
、
山
麓

に
は
速
射
砲
部
隊
を

配
置
し
て
態
勢
を
整

え
た
。
英
印
軍
は
タ

マ
ン
ド
の
南
、
ル
イ
ワ
⑧
に
一
箇
師
団
強
が
上
陸
し
、
三
月
五

日
艦
砲
射
撃
支
援
の
下
、
戦
車
を
伴
っ
た
兵
員
と
物
量
に
優
る

敵
の
攻
撃
を
受
け
た
。
山
頂
を
一
旦
奪
取
さ
れ
た
が
逆
襲
で
奪

還
し
た
。
そ
の
際
火
砲
を
破
壊
さ
れ
、
包
囲
下
で
の
脱
出
不
可

能
な
火
砲
を
処
分
し
、
二
門
を
失
う
。
歩
兵
戦
力
の
少
な
い
守

備
隊
は
工
兵
・
架
橋
兵
等
か
ら
も
兵
員
を
抽
出
し
、
歩
兵
化
し

て
応
戦
し
た
。
敵
の
執
拗
な
攻
撃
を
撃
退
し
、
師
団
の
態
勢
立

て
直
し
に
貢
献
し
た
。
然
し
、
そ
の
結
果
、
多
く
の
兵
員
を
失

う
こ
と
に
な
っ
た
。
以
後
二
大
隊
は
少
な
い
兵
員
で
野
砲
を
馬

に
分
解
積
載
し
た
り
、
砲
車
を
引
か
せ
た
り
し
て
苦
難
の
陣
地

移
動
を
開
始
。
英
印
軍
の
猛
追
を
阻
止
す
べ
く
ア
ン
近
く
の
レ

モ
ー
⑨
で
包
囲
撃
滅
す
る
作
戦
が
今
一
歩
の
と
こ
ろ
で
成
功
す

る
機
会
を
逸
し
た
事
は
、
多
く
の
弾
薬
を
消
費
し
た
野
砲
と
し

て
も
痛
恨
の
極
み
で
あ
っ
た
。

イ
ラ
ワ
ジ
河
の
渡
河

　
ア
ラ
カ
ン
山
脈
を
横
断
す
る
野
砲
部
隊
の
苦
悩
は
人
馬
を
励

ま
し
合
い
な
が
ら
、
常
に
強
行
軍
を
強
い
ら
れ
た
。
敵
の
砲
爆

撃
や
ビ
ル
マ
の
反
乱
軍
等
の
襲
撃
で
多
く
の
人
馬
を
失
い
、
撤

退
速
度
の
足
枷
で
あ
っ
た
十
榴
を
処
分
し
、
野
砲
連
隊
は
五
箇

中
隊
が
各
山
砲
一
門
、
二
箇
中
隊
は
各
迫
撃
砲
一
門
と
な
る
悲

惨
な
行
軍
で
あ
っ
た
。
然
し
火
砲
あ
っ
て
の
野
砲
部
隊
の
誇
り

を
失
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
幸
い
小
型
民
船
を
取
得
し
、
火
砲

を
分
解
し
て
載
せ
、
馬
は
船
側
を
泳
が
せ
た
が
、
其
の
内
何
頭

か
は
濁
流
に
飲
ま
れ
て
流
さ
れ
て
い
っ
た
。
五
月
二
日
プ
ロ
ー

ム
⑩
か
ら
の
渡
河
に
辛
う
じ
て
成
功
。

魔
の
ペ
グ
ー
山
系
横
断

　
第
五
十
四
師
団
は
ポ
ー
カ
ン
⑪
で
所
属
部
隊
を
掌
握
、
砲
兵

連
隊
も
全
部
隊
が
揃
っ
た
が
戦
力
は
山
砲
四
門
迫
撃
砲
二
門
だ

け
で
あ
っ
た
。
敵
の
攻
撃
を
撃
退
し
た
後
、
雨
期
に
入
っ
た
行

軍
は
悲
惨
の
一
語
に
尽
き
る
。
コ
レ
ラ
・
マ
ラ
リ
ア
が
発
生
し
、

竹
林
に
覆
わ
れ
た
山
野
は
食
料
と
し
て
筍
し
か
な
く
、
然
も
村

人
の
少
な
い
食
料
ま
で
調
達
す
る
な
ど
飢
餓
と
の
闘
い
の
上
、

重
い
装
備
品
を
泥
濘
化
し
た
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
獣
道
を
人
馬
で
搬

送
す
る
し
か
な
か
っ
た
。
特
に
砲
兵
は
行
軍
速
度
を
維
持
で
き

ず
、
途
中
で
山
砲
や
弾
薬
を
遺
棄
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。「
火

砲
の
無
い
砲
兵
は
追
求
す
る
に
及
ば
ず
」
と
の
辛
辣
な
上
級
司

令
部
の
言
葉
に
、
死
力
を
尽
く
し
た
将
兵
か
ら
撤
退
す
る
軍
の

惨
め
さ
を
克
服
す
る
に
は
「
戦
闘
気
力
を
失
わ
な
い
よ
う
に
」

を
皆
で
励
ま
し
合
っ
た
。

　
日
本
軍
の
シ
ッ
タ
ン
河
渡
河
作
戦
は
地
獄
の
中
で
戦
っ
て
い

た
と
し
か
表
現
出
来
な
い
。
そ
の
様
相
を
英
印
軍
司
令
官
の
戦

後
回
想
録
で
、
日
本
軍
の
悲
惨
な
実
相
を
想
像
さ
れ
た
い
。

　「
豊
富
な
補
給
力
を
保
持
し
た
我
が
軍
も
雨
期
の
泥
濘
に
苦

戦
し
た
。
敗
走
す
る
日
本
兵
の
死
体
を
到
る
所
で
発
見
し
、
そ

の
数
は
六
千
体
を
越
え
た
。
シ
ッ
タ
ン
河
渡
河
の
作
戦
計
画
を

押
収
し
、
偵
察
活
動
を
強
化
。
渡
河
点
に
小
部
隊
を
配
置
し
て

渡
渉
す
る
日
本
軍
を
狙
撃
し
、
多
く
の
日
本
兵
が
斃
れ
て
流
さ

れ
て
行
っ
た
。
そ
れ
で
も
輸
送
力
も
無
く
満
足
な
武
器
も
無
い

疲
労
困
憊
し
た
将
兵
が
多
く
渡
河
に
成
功
し
た
こ
と
は
驚
嘆
に

値
す
る
。」

　
渡
河
後
、
友
軍
陣
地
に
着
い
た
と
の
安
堵
感
か
ら
体
力
気
力

が
回
復
し
な
い
ま
ま
、
多
く
の
兵
士
が
自
決
や
餓
死
す
る
惨
状

が
生
じ
た
。
大
隊
は
将
兵
で
互
い
に
緊
張
感
を
保
持
さ
せ
、
一

人
の
死
者
も
出
さ
な
か
っ
た
。

　
八
月
二
十
五
日
終
戦
を
知
ら
さ
れ
た
。
師
団
の
武
装
解
除
時
、

全
武
器
を
奇
麗
に
手
入
れ
し
て
引
き
渡
し
た
際
、
立
会
し
た
英

軍
将
兵
は
そ
の
数
量
の
少
な
さ
に
驚
い
た
。
砲
兵
連
隊
は
軽
迫

撃
砲
一
門
の
み
で
あ
っ
た
。

忠
馬
の
話

　
こ
れ
は
砲
兵
掩
護
の
歩
兵
が
実
際
に
見
た
感
動
の
光
景
談
。

昭
和
二
十
年
七
月
、
ペ
グ
ー
山
系
は
馬
に
と
っ
て
も
飼
料
は
笹

の
葉
ば
か
り
で
軍
馬
は
痩
せ
細
り
分
解
し
た
山
砲
を
運
搬
す
る

体
力
が
無
か
っ
た
。
そ
こ
で
行
動
を
共
に
し
た
兵
士
が『
お
前
は
、

よ
く
頑
張
っ
た
。
こ
れ
か
ら
自
分
の
力
で
生
き
て
く
れ
』
と
馬

を
柵
の
中
に
残
し
て
出
発
し
た
。
兵
士
の
姿
が
見
え
な
く
な
っ

た
時
、
馬
は
柵
を
壊
し
て
ヨ
ロ
ヨ
ロ
し
な
が
ら
も
必
死
で
兵
士

に
追
い
つ
き
離
れ
る
こ
と
な
く
従
っ
て
行
く
、
そ
の
姿
を
見
た

多
く
の
兵
士
は
難
行
軍
中
で
あ
っ
た
が
、
忠
馬
に
見
習
お
う
と

敢
闘
精
神
を
確
認
し
あ
っ
た
。
尚
、
こ
の
馬
と
兵
士
の
そ
の
後

は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
終
戦
時
、
大
隊
に

四
一
二
頭
い
た
軍
馬
は
一
頭
の
み
が
生
還
し
た
。

野
砲
第
五
十
四
連
隊
の
損
耗

　
総
員
一
六
七
五
名
　
戦
死
一
二
三
七
名
　

　
生
還
者
四
三
八
名

姫
路
護
國
神
社
に
祀
ら
れ
て
い
る
ご
英
霊
　
二
五
一
柱

英
霊
の
代
弁
と
し
て

　
　
　
　
　
国
民
に
遺
し
て
置
く
真
情

　
人
命
は
何
よ
り
も
尊
い
、
悲
惨
な
戦
争
は
絶

対
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
反
戦
の
図
書
や

高
言
論
が
マ
ス
コ
ミ
で
盛
ん
で
あ
る
。
反
戦
に

就
い
て
の
異
論
は
無
い
。
然
し
、
終
戦
後
の
変

革
が
余
り
に
も
急
で
あ
っ
た
為
、
一
部
の
政
治

家
や
進
歩
的
と
称
す
る
論
者
が
混
乱
を
好
機
に
、

戦
争
の
責
任
を
意
図
的
に
戦
士
に
迄
負
わ
せ
て

し
ま
っ
た
。
遺
さ
れ
た
遺
族
へ
の
冷
た
い
仕
打

ち
に
祖
国
の
為
に
命
を
捧
げ
た
忠
霊
は
草
葉
の

陰
で
、
海
底
の
岩
場
で
悲
憤
の
姿
で
泣
い
て
い

る
。

　
忠
君
愛
国
や
滅
私
奉
公
は
罪
悪
か
の
様
に
教

育
さ
れ
、
靖
國
神
社
参
拝
す
る
閣
僚
を
ニ
ュ
ー

ス
に
し
て
国
民
か
ら
遠
ざ
け
る
運
動
が
活
発
で
、

慰
霊
す
る
事
は
戦
争
を
賛
美
す
る
事
と
同
一
視

さ
せ
、
神
道
は
宗
教
と
し
て
政
教
分
離
を
盾
に
政
治
家
が
本
質

を
忘
れ
て
い
る
。
今
日
の
平
和
は
英
霊
の
血
潮
に
よ
っ
て
得
ら

れ
た
事
を
忘
れ
な
い
で
頂
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　 

平
成
十
一
年
五
月
　
元
陸
軍
少
佐
　
杉
本
正
六

出
典
　
防
衛
省
戦
史
叢
書
（
英
国
公
刊
戦
史
含
む
）

　
　
　
ビ
ル
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
著
者
　
杉
本
正
六

　
　
　
ビ
ル
マ
戦
線
体
験
記
　
　
　
　
著
者
　
高
橋
康
明

　 

（
文
責
　
崇
敬
奉
賛
会
常
任
理
事
　
曽
田
孝
一
郎
）

①

⑩ ⑪

②

③

④

⑤

⑥
⑦

⑧

⑨
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四
月　

十
六
日

四
月　

十
七
日

四
月　

十
八
日

四
月
十
九
日

四
月
二
十
一
日

四
月
二
十
二
日

五
月　

二
日

五
月　

六
日

五
月　

八
日

五
月　

十
一
日

五
月　

十
二
日

五
月　

十
四
日

五
月　

十
五
日

五
月　

十
八
日

五
月
二
十
六
日

五
月
二
十
八
日

六
月　

三
日

六
月　

四
日

六
月　

六
日

六
月　

八
日

六
月　

十
一
日

六
月　

十
二
日

六
月　

十
九
日

六
月
二
十
一
日

六
月
二
十
三
日

六
月　

三
十
日

七
月　

一
日

七
月　

七
日

七
月　

八
日

七
月　

九
日

七
月　

十
日

七
月　

十
二
日

七
月　

十
三
日

七
月　

十
六
日

七
月　

十
七
日

七
月　

十
九
日

七
月　

二
十
日

七
月
二
十
二
日

七
月
二
十
三
日

七
月
二
十
六
日

八
月　

一
日

八
月　

四
日

八
月　

七
日

八
月　

八
日

八
月
九
・
十
日

八
月　

十
一
日

八
月　

十
五
日

八
月
二
十
三
日

八
月
二
十
五
日

八
月
二
十
六
日

八
月
二
十
八
日

八
月
三
十
一
日

九
月　

一
日

九
月　

二
日

九
月　

十
日

九
月　

十
一
日

九
月　

十
二
日

九
月　

十
四
日

九
月　

十
六
日

九
月　

二
十
日

九
月
二
十
一
日

崇
敬
奉
賛
会
総
会

姫
路
市
遺
族
会
総
会
参
加

宮
司
神
社
本
庁
出
向 

役
員
会

姫
路
調
停
協
会
総
会
出
向

兵
庫
県
隊
友
会
姫
路
支
部 

総
会

近
畿
神
社
庁
連
絡
会
出
向

春
季
大
祭
執
行

神
戸
護
國
神
社
例
祭
宮
司
献
幣
使
出
向

兵
庫
県
神
社
庁
役
員
会

兵
庫
県
神
社
庁
姫
路
支
部
定
例
会

賀
堂
流
碑
清
掃
奉
仕

兵
庫
県
神
社
庁
姫
路
支
部
お
田
植
祭

兵
庫
県
神
青
姫
路
支
部
総
会

兵
庫
県
郷
友
会
総
会

姫
路
郷
友
会
総
会

神
河
町
慰
霊
祭
・
日
本
会
議　

宮
司
講
座

賀
堂
流
碑
清
掃
奉
仕

西
宮
支
部
総
代
会
出
向

阿
比
野
建
設
創
立
六
十
周
年(

泉
権
禰
宜)
出
向

神
宮
評
議
員
会

兵
庫
県
叡
智
の
会
出
向

神
道
青
年
会
近
畿
地
区
総
会
出
向

宝
塚
総
代
会
出
向

広
島
市
遺
族
会 

正
式
参
拝

佐
用
石
井
地
区
慰
霊
祭

大
祓
式

 「
戦
士
の
証
言 

」 

崇
敬
奉
賛
会
開
催

 

日
本
会
議
講
座

宍
粟
市
波
賀
町
慰
霊
祭
・
毛
利
権
禰
宜 

大
年
神
社
夏
祭
出
向

Ｊ
Ｃ
Ｉ
国
際
ア
カ
デ
ミ
ー
成
功
祈
願
祭

Ｊ
Ｃ
Ｉ
国
際
ア
カ
デ
ミ
ー
食
文
化
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム　

境
内

湊
川
神
社
例
祭
出
向

神
社
庁
合
同
協
議
会
出
向

日
本
会
議
兵
庫
総
会
出
向

神
社
総
代
会
監
査
会

神
社
庁
協
議
委
員
会
出
向

神
社
本
庁
役
員
会
出
向

賀
堂
流
碑
清
掃
奉
仕

神
社
総
代
会

近
畿
護
國
神
社
会
出
向

境
内
整
備
事
業
起
工
奉
告
祭 

並　

樹
木
抜
採
清
祓
式

英
霊
に
こ
た
え
る
会
参
拝

初
任
神
職
研
修
会
出
向

城
巽
老
人
会
清
掃
奉
仕

西
播
・
東
播
現
任
神
職
研
修
会

前
宮
司
泉 

慶
雄
大
人
命
五
年
祭

英
霊
感
謝
祭

調
停
協
会
正
副
会
長
会

賀
堂
流
碑
清
掃
奉
仕

但
馬
地
区
現
任
神
職
研
修
会

石
川
県
加
藤
庁
長
祝
賀
会

神
社
庁
役
員
会

賀
堂
流
碑
清
掃
奉
仕

淡
交
会
青
年
部
茶
会
・
求
根
塾
四
十
名
団
体
参
拝

兵
庫
県
神
社
関
係
者
大
会
出
向

兵
庫
県
神
社
庁
姫
路 

支
部
抜
穂
祭

ス
ロ
ー
フ
ー
ド
な
縁
日
開
催

全
國
護
國
神
社
会 (

靖
國
神
社)

伊
勢
神
宮
大
麻
頒
布
祭
・
庁
長
会

神
社
庁
役
員
会

国
連
デ
ー
書
道
揮
ご
う
イ
ベ
ン
ト

平
成
三
十
年

三
十
年
四
月
〜

　
　
　
　
　
三
十
年
九
月

日
誌
抄

【
募
集
資
格
】

　
十
八
歳
〜
二
十
五
歳 

未
婚
の
女
性

　
　※

高
校
生
不
可

　
　※

髪
の
毛
の
染
色
不
可

　
　※

男
性
の
方
も
若
干
名
募
集
し
て
お
り
ま
す

　
年
末
一
日
間
以
上
、
一
月
一
・
二
・
三
日
に
奉
仕
頂
け
る
方

　
た
く
さ
ん
奉
仕
頂
け
る
方
を
優
先
し
採
用
致
し
ま
す
。

【
奉
仕
期
間
】

　〈
七
五
三
〉
十
一
月
中
の
土
・
日
・
祝
日

　〈
年
　
末
〉
十
二
月
二
十
五
日
〜
二
十
八
日

　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

　〈
大
晦
日
〉
十
二
月
三
十
一
日

　

午
後
十
一
時
〜
午
前
九
時
　※

二
十
歳
以
上

　〈
年
　
始
〉
一
月
一
日
〜
一
月
十
日

午
前
八
時
〜
午
後
八
時
　※

う
ち
八
時
間 

交
代
制

【
奉
仕
内
容
】

　〈
七
五
三
〉
ご
祈
祷
受
付
・
奉
仕

　〈
年
末
・
年
始
〉
清
掃
、
迎
春
準
備
、
お
守
り
、
お
み
く
じ
授
与

【
申
込
み
方
法
】

　
メ
ー
ル
に
て
名
前
・
住
所
・
電
話
番
号
・
年
齢
・
通
話
可
能
な

　
時
間
帯
（
午
後
五
時
ま
で
）
を
明
記
の
上
、

　
左
記
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
こ
ち
ら
か
ら
ご
連
絡
致
し
ま
す
。

　gokoku.m
iko@

gm
ail.com

【
申
込
み
締
切
】

　
十
一
月
上
旬
ま
で
随
時
募
集

　
　※

定
員
に
達
し
次
第
終
了

臨
時
奉
仕
者
募
集
の
お
知
ら
せ

誠
実
で
明
る
い
方
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

ご
創
祀
百
二
十
五
年
ご
鎮
座
八
十
年
・

　
　
　
　
　
　
　    

　 

明
治
維
新
百
五
十
年

（
ご
創
祀
百
二
十
五
年
・
ご
鎮
座
八
十
年
）

記
念
大
祭
参
列
の
ご
案
内

秋
季
慰
霊
大
祭

午
前
十
時
三
十
分

平
成
三
十
年
十
一
月
二
日（
金
）

祭
典
斎
行 

午
前
十
時
三
十
分
〜
正
午

 

午
後
一
時　
　

陸
上
自
衛
隊　

 
 

銃
剣
道
演
武
奉
納
・

 
 

第
三
師
団
音
楽
隊
奉
納
演
奏

祭
典
斎
行 
午
前
十
一
時
〜
正
午

 

午
後
一
時
〜
午
後
二
時
三
十
分　

 
  

数
学
者
・
お
茶
の
水
女
子
大
学
名
誉
教
授

 
    

藤
原
正
彦
氏　

　
　
　
　
　
講
演 「
明
治
の
精
神
」

参
集
殿
一
階
で
は
隊
友
会
姫
路
支
部
に
よ
り

ま
し
て
旧
軍
第
十
師
団
の
歴
史
顕
彰
展
示
が

あ
り
ま
す

明
治
維
新
百
五
十
年
祭

午
前
十
一
時

平
成
三
十
年
十
一
月
三
日（
土
・
祝
）


